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ゴールドOA優勢になった時に

• 購読モデルがなくならない限り、当然ながら
機関リポジトリは必要

• ゴールドジャーナルの論文も搭載していくか
どうかは各機関の考え方次第

– 既にOA

– 機関の研究成果を集積する

– 大学情報データベースとの関係
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IRcuresILL

• IRとILDDは、遠隔利用者への文献供給サービ
スとして本来的に等価の活動
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IRcuresILLで初OAW
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月刊DRF
これまで、DRFはたくさんの
企画やイベントを行ってきま
したが、何人集まったという
ような報告にとどまらない、
講演内容の紹介を、リポジ
トリ担当者以外の人にも届
けられないかなーと思った
ことが企画のきっかけです。
イベント情報に限らず、
リポジトリ担当者に限らず、

図書館員の誰もが楽しめる
話題をとりあげていく予定で
す。（創刊号のお知らせメールより）
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研究室訪問
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これから

• IRは著者としての教員サポートを初
めて考えた業務

• 大学を超えたつながり、世界とのつ
ながりと館内の横のつながり.

• 自分は、自学の研究者に対し、学生
に対し、どんなサポートができるの
か? するのか?
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